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ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
急
務
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
導
入
が
不
可
欠

で
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ン
ネ
ル
の
分
野
で
あ
れ
ば
、
４

Ｋ
あ
る
い
は
８
Ｋ
画
像
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

長
期
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
イ
ン
フ
ラ
の
健
全
度

の
変
化
を
測
定
し
、
判
断
し
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
等

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
安
定
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に

は
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
な
い
が
、
弱
部

の
把
握
や
健
全
度
の
評
価
手
法
に
は
土
木
技
術
者
の
深

い
関
与
が
必
要
で
あ
る
。

　

更
に
長
期
的
な
視
点
に
立
て
ば
、
大
規
模
地
震
の
発

生
や
火
山
の
噴
火
活
動
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
台
風
の

大
型
化
や
豪
雨
災
害
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
災

害
が
発
生
し
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
関
心
を
払
う
必
要
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
上
、
人

口
減
少
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
合
わ
せ
、
廃
棄
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
選
定

や
維
持
管
理
で
は
対
応
で
き
ず
社
会
変
化
の
フ
ェ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
再
生
を
目
指
す
社
会
イ
ン
フ
ラ
も
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
電
気
自
動
車
や
自
動
運
転
が
主
流
と
な
る
社

会
に
お
い
て
、
都
市
部
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

こ
れ
ま
で
と
違
う
断
面
形
状
や
付
帯
設
備
の
充
実
が
要

求
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
ス
キ
ー
ム
を

建
設
か
ら
再
生
ま
で
繰
り
返
し
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
が
、
国
民
に
分
か
り
や
す
い
無
駄
の
な
い

社
会
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。
今

後
の
建
設
業
界
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。

九
七
〇
年
代
か
ら
わ
が
国
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
建

設
工
法
の
主
流
と
な
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
新
オ
ー

ス
ト
リ
ア
ト
ン
ネ
ル
工
法
）
は
、
施
工
時
の
現
場
計
測

が
一
般
的
で
、
現
場
計
測
結
果
に
応
じ
た
設
計
変
更
が

実
施
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
施
工
機
械
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
新
た
な
現
場
計
測
機
器
の
開
発
が
進
み
、
機
械

分
野
、
電
気
通
信
分
野
や
化
学
分
野
の
様
々
な
作
動
原

理
に
基
づ
く
現
場
計
測
機
器
が
多
数
提
案
さ
れ
た
。
変

位
計
測
機
器
の
み
を
例
に
挙
げ
て
も
、
内
空
変
位
計
は

光
波
測
距
儀
に
と
っ
て
代
わ
り
、
今
後
は
、
第
五
世
代

移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
普
及
に
伴
い
建
設
現

場
に
お
い
て
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
準
拠
建
設
機
械
や
現
場
計
測
機

器
の
導
入
が
更
に
本
格
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

5
・
0
の
中
核
を
な
す
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
は
、
従
来
の
既
存
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
建
設
現
場
の
生
産

性
向
上
に
向
け
た
新
た
な
ス
キ
ー
ム
を
ｉ－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
呼
び
提
唱
し
て
い
る
も
の
の
、

土
木
分
野
は
、
常
日
頃
か
ら
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
る
先
端
分
野
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
上
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
適
切
に
運
用
す
る
に
は
、

中
長
期
的
な
視
点
で
安
定
し
た
維
持
管
理
が
重
要
に
な

る
。
し
か
し
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
な
か
に
は
、
現
在

五
年
に
一
回
の
近
接
目
視
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
量
の
多
さ
に
す
で
に
点
検
業
務

に
携
わ
る
作
業
員
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足
が
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
分
野
で
も
イ
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